
楷書臨書課題（漢字半紙部） 対 馬 聖 峰 臨１月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜８段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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草書臨書課題（漢字半紙部） 対 馬 聖 峰 臨１月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜８段）

使
用
筆（
旭
水
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
松
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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中 字 課 題（漢字半紙部） 中 西 溪 州 書１月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜８段）

使
用
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

読
み
︱
密み

つ

葉よ
う

深ふ
か

く
蔵ぞ

う

す
好こ

う

鳥ち
ょ
う

の
聲こ

え

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

意
味
︱
接
し
あ
え
る
葉
は
鳥
を
か
く
す
の
み
か
声
を
漏
ら
さ
ぬ
程
に
深
い
。
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調和体（漢字かな交じり文）課題 津島春汀書１月号

※出品段級位（調和体部 新級〜８段）

使
用
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
⃝
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
輝●

か
し
い
新
春
を
お
揃
い
で
お
迎
え
の　

事
と
存
じ
ま
す
今●

年
は
私
の
干
支
の
年

　
　
　

大
い
に
飛
躍
で
き
る
よ
う
頑●

張
り
ま
す　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

12



漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

静
か
に
収
め
る

•

•

•

書
き
出
し
含
墨
十
分
に

抑
え
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

じ
っ
く
り
と

淡
々
と
整
然
と

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

重
厚
沈
着
に

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

岡 田 契 雪 先生 書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

使
用
筆（
白
神
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
使
用
墨（
頂
煙
翰
墨
自
在〈
固
型
〉）

　
『
い
つ
も
こ
の
欄
で
は
、
文
字
造
形
の
調
和
の
こ
と
を
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

書
作
に
関
し
て
は
、
余
計
な
気
負
い
は
避
け
て
自
然
体
で
の
ぞ
み
、
筆
は
無
駄
な
力

で
握
ら
な
い
で
、
楽
な
運
筆
を
心
懸
け
て
下
さ
い
。
馴
れ
な
い
と
初
め
は
頼
り
な
い

気
持
ち
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
馴
ら
す
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
改
善
に
な
る

と
思
い
ま
す
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
岡
田
契
雪
先
生
よ
り
）

　

条
幅
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
書
け
ば
、
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
、

行
の
振
幅
を
考
え
て
書
く
と
い
う
大
切
な
事
項
が
あ
り
ま
す
。
行
の
振
幅
は
文
字
の

大
小
関
係
、
文
字
の
中
心
を
移
動
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
お
こ
る
現
象
で
す
。

　

又
、
こ
の
行
の
振
幅
は
、
自
然
に
出
入
り
が
行
わ
れ
て
書
か
れ
て
あ
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
、
出
入
り
が
激
し
い
の
は
逆
効
果

で
す
。
１
行
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
の
張
り

出
し
て
い
る
所
が
同
一
線
上
に
並
ば
な
い
よ
う

に
留
意
す
る
こ
と
が
、
こ
の
自
然
な
行
の
振
幅

を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
の
振
幅
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
行
間
の
振

幅
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
訳
で
、
作
品
の
流
れ

に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。
こ
れ

を
行
間
の
変
化
と
呼
び
、
作
品
構
成
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
皓●

色
生
甌
面　

堪
稱
雪
見
羞●

　

東
坡
調
詩
腹●

　

今
夜
睡
應
休
〕
蘇そ　

軾し
ょ
く　
　
（
⃝
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
皓こ

う

色し
ょ
く

甌お
う

面め
ん

に
生し

ょ
う

じ
、
称し

ょ
う

す
る
に
堪た

う
雪ゆ

き

も
羞は

ず
か
し
め
見み

る
と
。
東と

う

坡ば

詩し

腹ふ
く

を
調ち

ょ
う

し
、
今こ

ん

夜や

睡ね
む

る
は
応ま

さ

に
休や

む
べ
し
。

意
味
︱
茶
碗
の
面
に
真
白
い
色
が
う
か
び
、
雪
も
恥
ず
か
し
い
と
い
う
に
充
分
。
蘇
東
坡
は
詩
想
を
調
整
し
、
今
夜
は（
茶
を
飲
ん
だ
の
で
）睡
く
は
な
い
は
ず
。
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か　な　課　題（かな半紙部） 蓑輪東壽先生書１月号

注
意
→
支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は

　
　
　

鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

使
用
筆（
南
風
）・
使
用
紙（
か
な
用
料
紙
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

読
み
︱
峰み

ね

た
か
き
か
す
が
の
山や

ま

に
い
づ
る
日ひ

は
く
も
る
時と

き

な
く
照て

ら
す
べ
ら
な
り
（
藤
原
因
香
）

意
味
︱
峰
の
高
い
春
日
山
に
出
る
日
は
、
曇
る
時
な
く
こ
の
世
を
照
ら
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

み
年ね

多た

可か

支き

春
日
の
や
ま
尓に

い
都つ

る
比ひ

八は

く
も
る
と
き
な
く
て
ら
須す

へ
ら
那な

梨り

●

●

※出品段級位（かな半紙部 新級〜８段）　 　 　 　 　 　《 短 歌 課 題 》
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ペン楷書課 題（ペン部）１月号 奈 良 岱 奉 書

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
５
７
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～８段）

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

ペン行 書 課 題（ペン部）１月号 奈 良 岱 奉 書

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
５
７
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～８段）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

※
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
（
１
６
１
３
〜
１
６
８
０
）…
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
。
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ペン行書課 題（ペン部）１月号 奈 良 岱 奉 書

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
５
７
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～８段）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

※
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
（
１
６
１
３
〜
１
６
８
０
）…
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
。
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〔９ 月 号 作 品 紹 介 と そ の 批 評 ①〕

山
王
支
部　
　
　

４
段　

石
田　

晴
子

伸
び
や
か
な
線
で
、
生
き
生
き
と
書

か
れ
て
い
る
。

仙
台
泉
支
部　

準
５
段　

渡
辺　

美
波

堂
々
と
し
た
書
き
ぶ
り
で
、
見
応
え

あ
る
作
品
。

陽
泉
支
部　
　

準
３
段　

鍛
治
舎
杏
名

文
字
の
大
き
さ
丁
度
良
く
、
全
体
構

成
も
よ
ろ
し
い
。

田
頭
支
部　
　

準
４
段　

泉
澤
美
伊
子

原
帖
の
雰
囲
気
を
踏
ま
え
て
書
い
て

い
る
。

清
原
支
部　
　
　

６
級　

阿
部　

早
苗

穏
や
か
な
線
で
ゆ
っ
た
り
と
書
か
れ

て
い
る
。

や
す
ら
ぎ
支
部　

５
級　

佐
野
ヤ
ス
子

紙
に
く
い
込
む
よ
う
な
強
い
線
が
よ

ろ
し
い
。

町
田
支
部　
　
　

１
級　

古
川　

静
洲

抑
揚
の
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
表
現
さ
れ

て
い
る
。

渓
秋
支
部　
　

準
２
段　

三
國　

方
大

手
本
に
忠
実
に
書
か
れ
て
い
て
よ
ろ

し
い
。

岩
山
支
部　
　
　

４
級　

大
竹　

美
幸

形
の
と
り
方
が
良
く
素
直
に
ま
と
め

て
い
る
。

東
雲
支
部　
　
　

３
級　

今
村　

文
香

細
部
の
筆
づ
か
い
ま
で
心
配
り
が
さ

れ
て
い
る
。

城
戸
支
部　
　

準
２
段　

佐
藤　

煌
山

真
面
目
に
書
作
さ
れ
て
い
る
。
更
に

ご
精
進
下
さ
い
。

秀
舎
支
部　
　
　

２
段　

山
内　

隆
子

や
や
線
が
硬
い
が
、
字
形
は
よ
ろ
し

い
。

夕
泉
支
部　
　
　

２
級　

中
野　

雄
介

明
る
く
す
っ
き
り
し
た
作
品
。
余
白

が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

祥
泉
支
部　
　
　

１
級　

本
間
か
お
り

真
面
目
に
書
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

調
子
で
。

翠
研
書
道
院　

準
３
段　

下
村　

彩
花

筆
致
あ
り
、
筆
の
弾
力
を
う
ま
く
生

か
し
て
い
る
。

ひ
ま
わ
り
支
部　

４
段　

佐
久
間
虹
桜

字
形
を
よ
く
捉
え
、
一
字
一
字
丁
寧

に
書
か
れ
て
い
る
。

西
大
館
支
部　
　

１
級　

島
内　

園
可

し
っ
か
り
し
た
書
き
方
で
よ
く
鍛
錬

さ
れ
て
い
る
。

旭
町
支
部　
　
　

２
段　

昆
野
智
加
子

上
品
な
仕
上
が
り
で
練
習
の
成
果
が

で
て
い
る
。

柿
葉
支
部　
　
　

４
段　

下
館　

江
春

粘
り
強
い
線
で
、
味
わ
い
深
い
も
の

が
あ
る
。

東
部
支
部　
　
　

２
級　

加
藤　

史
菜

一
筆
一
筆
慎
重
に
運
筆
し
て
い
る
。

31



〔９ 月 号 作 品 紹 介 と そ の 批 評 ②〕

美
楓
支
部　
　
　

７
段　

倉　
　

静
花

重
厚
で
堂
々
た
る
作
品
。
安
定
し
た

上
手
さ
が
あ
る
。

岩
木
支
部　
　
　

５
段　

工
藤　

春
花

文
字
の
造
形
が
美
し
く
、
細
部
に
至

る
ま
で
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。

高
杉
書
道
教
室　

３
級　

前
田
安
依
里

大
き
さ
が
程
よ
く
、
ま
と
ま
り
よ
い

作
品
。

札
内
支
部　
　
　

２
級　

髙
橋　

和
子

構
成
・
造
形
と
も
に
整
っ
て
い
て
、

上
品
な
感
じ
の
作
品
。

金
木
支
部　
　

準
５
段　

成
田　
　

薫

整
っ
た
字
形
で
し
っ
か
り
と
書
か
れ

て
い
る
。

萩
径
支
部　
　
　

５
段　

大
野　

華
蓉

細
や
か
な
配
慮
が
感
じ
ら
れ
、
的
確

に
運
筆
し
て
い
る
。

雄
山
支
部　
　
　

５
段　

加
藤　

彩
華

優
し
く
素
直
に
ま
と
め
て
い
る
。

東
栄
支
部　
　
　

６
段　

藤
平　

祥
子

余
白
が
生
か
さ
れ
、
す
っ
き
り
と
明

る
い
仕
上
が
り
だ
。

梅
堂
支
部　
　
　

１
級　

三
上　

紫
翠

落
ち
着
き
の
あ
る
運
筆
で
、
字
形
・

配
字
と
も
に
よ
く
ま
と
め
た
。

渓
舟
支
部　
　
　

６
段　

鶴
野　

恭
子

余
裕
の
あ
る
筆
致
で
淡
々
と
書
か
れ

て
い
る
。

造
道
支
部　
　

準
７
段　

立
華　

旭
楓

少
々
重
厚
さ
に
欠
け
る
が
、
ま
と
め

方
は
よ
ろ
し
い
。

佳
月
支
部　
　

準
７
段　

佐
藤　

渚
月

丁
寧
な
筆
運
び
で
、
好
感
が
持
て
る

作
品
。

登
別
支
部　
　
　

７
段　

笠
谷　

正
法

筆
圧
の
変
化
自
在
に
て
見
応
え
の
あ

る
作
品
。

三
ッ
葉
支
部　
　

７
段　

太
田　

珠
陽

文
字
の
形
よ
く
、
美
し
い
作
品
に
仕

上
が
っ
た
。

瑞
泉
支
部　
　
　

５
級　

坂
本
智
恵
子

真
面
目
な
学
習
態
度
が
窺
え
る
。

英
翠
書
院　
　
　

５
段　

菅　
　

郁
子

伸
び
や
か
な
線
質
で
、
筆
の
弾
力
を

う
ま
く
生
か
し
て
い
る
。

山
形
県　
　
　

準
８
段　

大
塚　

香
花

堅
実
な
造
形
で
布
置
よ
く
書
け
て
い

る
。

清
友
支
部　
　

準
３
段　

成
田　

聖
奈

柔
軟
で
暢
達
し
た
運
筆
に
、
心
地
よ

さ
を
感
じ
る
。

鵜
飼
支
部　
　

準
６
段　

舘
藤
ト
モ
子

造
形
が
確
実
で
安
定
感
あ
る
作
品
。

潮
支
部　
　
　
　

６
段　

川
瀬　

雅
子

抑
揚
に
富
ん
だ
線
の
表
現
が
素
晴
ら

し
い
。
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〔９ 月 号 作 品 紹 介 と そ の 批 評 ③〕

六
戸
支
部　
　
　

初
段　

田
中　

春
佳

や
や
硬
い
が
、
安
定
し
た
上
手
さ
が

あ
る
。

大
和
支
部　
　
　

４
段　

長
井　

悠
華

思
い
切
っ
た
変
化
の
あ
る
造
形
と
厳

し
い
線
質
が
魅
力
。

苫
支
部　
　
　
　

２
級　

堺　
　

桂
子

流
れ
よ
く
、
線
も
し
っ
か
り
し
て
い

る
。

川
村
書
道
教
室　

　
　
　
　
　
　

準
初
段　

菅
原　

路
子

よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
上
の
段
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

凌
峰
支
部　
　

準
２
段　

田
中　

洋
華

軽
快
に
運
筆
さ
れ
て
い
て
、
文
字
の

余
白
も
美
し
い
。

希
望
支
部　
　

準
２
段　

菊
池　

竹
峰

手
本
の
要
点
を
よ
く
踏
ま
え
て
書
け

て
い
る
。

坊
沢
支
部　
　

準
６
段　

阿
部　

祥
葉

し
っ
か
り
し
た
書
き
振
り
で
、
よ
く

鍛
錬
さ
れ
て
い
る
。

山
形
県　
　
　

準
８
段　

相
沢　

裕
一

造
形
・
用
筆
と
も
に
素
晴
ら
し
い
。

深
浦
東
支
部　

準
３
段　

山
田　

綾
香

全
体
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
作
品
。

大
沢
支
部　
　
　

５
級　

加
藤　

桂
子

半
紙
に
調
和
よ
く
ま
と
め
ら
れ
、
神

経
の
行
き
届
い
た
作
品
。

静
玉
支
部　
　
　

初
段　

吉
本　

晴
香

清
楓
支
部　
　
　

１
級　

沢
田　

静
雪

上
川
沿
支
部　
　

３
級　

羽
田　

静
湖

山
形
支
部　
　
　

４
級　

成
田　

不
美

鈴
川
支
部　
　
　

８
級　

遠
藤　

玲
花

筆
の
開
閉
、
抑
揚
が
う
ま
く
と
れ
て
い
る
。

堂
々
と
し
た
作
品
。
こ
の
調
子
で
進
ん
で
下
さ
い
。

大
胆
な
筆
致
で
迫
力
の
あ
る
作
品
。

強
弱
の
変
化
あ
り
、
安
定
し
た
運
筆
の
作
。

運
筆
の
リ
ズ
ム
よ
く
造
形
も
よ
ろ
し
い
。

・ ・ ・ ・ ・

33



〔９ 月 号 作 品 紹 介 と そ の 批 評 ④〕

山
形
県　
　
　

準
６
段　

木
村　

綾
翠

岩
手
県　
　
　
　

６
段　

谷
地
畝
光
友

岩
手
県　
　
　
　

２
級　

松
舘　

花
扇

晃
楓
支
部　
　

準
初
段　

境　
　

裕
汀

祥
翠
支
部　
　
　

２
級　

工
藤　

涼
園

青
山
書
道
教
室　

２
級　

中
嶋　

良
輔

啓
峰
書
院　
　

準
８
段　

佐
藤　

冠
村

彩
苑
支
部　
　
　

５
段　

横
山　

華
峰

渓
楓
書
道
教
室　

　
　
　
　
　
　

準
８
段　

小
池　

彩
霞

春
汀
支
部　
　

準
４
段　

山
本　

陽
珠

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
筆
で
、
う
ま
く
配
字
し
て
い
る
。

線
に
冴
え
と
重
厚
さ
を
備
え
、
素
晴
ら
し
い
作
品
。

柔
ら
か
い
線
で
、
自
然
な
運
筆
が
よ
ろ
し
い
。

線
に
錬
度
が
あ
り
、
構
成
と
も
に
よ
ろ
し
い
。

柔
軟
な
用
筆
で
、
潤
渇
の
変
化
を
巧
み
に
生
か
し

た
作
品
。

安
定
し
た
筆
運
び
で
、用
筆
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
重
厚
な
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。

引
き
締
ま
っ
た
造
形
で
、
淡
々
と
書
か
れ
て
い
る
。

勢
い
よ
く
運
筆
し
、
造
形
も
よ
ろ
し
い
。

着
実
な
筆
運
び
で
、
字
形
も
よ
く
捉
え
て
い
る
。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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真
面
目
で
丁
寧
な
書
き
振
り
に
好
感
が
持
て

る
。

抑
揚
あ
る
柔
軟
な
美
し
い
線
が
よ
ろ
し
い
。

流
暢
な
作
品
。
細
部
ま
で
気
を
配
っ
て
書
か

れ
て
い
る
。

素
直
な
ペ
ン
運
び
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け

て
い
る
。

よ
く
整
っ
て
安
定
感
の
あ
る
作
品
。

丁
寧
で
大
き
な
ペ
ン
運
び
が
、
作
品
を
大
き

く
見
せ
て
い
る
。

日
頃
の
練
習
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
作
品
。
こ

の
調
子
で
。

力
ま
ず
楽
に
書
か
れ
、
暖
か
い
作
品
に
仕
上

が
っ
た
。

日
頃
の
練
習
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
作
品
。

柔
ら
か
な
ペ
ン
タ
ッ
チ
が
作
品
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
。

中
心
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
ま
と
ま
り
も

あ
る
。

滑
ら
か
な
中
に
も
す
っ
き
り
と
し
た
線
で
う

ま
く
ま
と
め
た
。

丁
寧
に
書
か
れ
、
行
も
す
っ
き
り
し
て
い
る
。

自
然
な
用
筆
で
全
体
の
ま
と
め
方
も
よ
ろ
し

い
。

優
し
い
用
筆
で
穏
や
か
に
書
か
れ
て
い
る
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
で
、
き
れ
い
に
ま
と
め

て
い
る
。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

桑月支部　
準３段　木村　水月

青木支部　
準７段　青木　玲子

そよ風支部　
２段　水戸　幸苑

東京都　
６段　本田和歌子

西若葉支部　
準３段　佐藤　希洲

瑞泉支部　
４段　柿崎　礼子

陽月支部　
準２段　花田　美恵

秀峰支部　
５段　小向　春楊

小鹿支部　
準２段　佐藤　花泉

うとう支部　
２段　黒坂　玲育

聖山筒木坂支部　
１級　三橋　泰成

平賀支部　
準３段　三浦　輝風

寺崎支部　
準初段　千葉　早紀

峰華支部　
２級　齊藤　福乃

三葉支部　
準７段　佐藤　勝一

南酒々井支部　
２段　宮　　陽虹
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